
 

 

令和８年３月１６日 

 

  令和７年度 第３回 大阪市立住吉幼稚園 学校協議会 実施報告書 
 

校園名 大阪市立住吉幼稚園 

校園長名 村 井 美 紀  

日 時 令和８年３月１２日（木） １８：００～１９：１５ （１時間１５分） 

場 所 住吉幼稚園 園長室 

 

委員 

など 

栗山 誠 （会長） 生嶋 雅人（委員） 西田 陽子（委員） 木田 宏子（委員）  

喜多尾 睦実（委員） 阪本 健（委員） 

校園 村井 美紀   

区役所 教育文化課 中元 泰之 

議題 
（１）本年度の「運営に関する計画・最終評価」について 

（２）その他 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

（１） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○目標及び取り組み内

容に関しては、理解

を得られた。 

 

○幼稚園の取組を聞い

て、保護者アンケー

トの結果から考え

て、達成状況はＢで

はなくて、Ａが妥当

であると思うので、

すべてＡにしてよ

い。 

 

○最終評価を聞き、幼稚園の取組で先生たちが、みんなで保

育に取り組んでいること、そして子どもたちの成長を感じ

ることができた。 

○子どもたちにとって素晴らしい環境であり、保育がよいの

に、地域で「住吉幼稚園」と言うと、「お弁当の幼稚園」

という言葉が返ってくることが多くなってきた。お弁当で

敬遠されることはもったいないので、お弁当が嫌ではない

が、給食や注文弁当があれば、この保育を受けてもらうこ

とができるのではないか。園児数が減っている今、検討す

る時期かもしれない。ただ、親子で思い出になるお弁当、

今の時期だから作れる嬉しさ、後になって、楽しかったと

親子ともに言えるので、なくなってほしい訳ではない。 

○保育時間がもう少しあれば、公立幼稚園のよい保育を受け

られる家庭もある。社会の状況として考えられるとよい。 

○元保護者として、昔通っていて、子育ての根本を教えても

らった。それが、今、そのときの子どもが子育てをしてい

る様子を見て、現れていることを感じる。 

○公立幼稚園で過ごした子どもは『学びを楽しむ』ことを知

っている。知りたいと言う気持ちをもっており、伸び幅が

大きいと感じる。社会に出たときにも「やってみたい」「こ

んなのどうだろう」「これをすれば、どんな風になるのだ

ろう」となると思う。今すぐには目に見えない部分を育て

ている。 

○生活発表会を今年度から３学年を見られるようにしたこ

とで、子どもたちの成長を学年の違いから感じることがで

きた。３学年を見て、時間がすぐに過ぎた。子どもたちの

頑張りがとてもよかった。３、４、５歳児それぞれの様子

もよく見えて、学年が上がるにつれて、育っている様子が

十分に感じられた。子どもたちもよく育っていた。５歳児

の劇で拍手が鳴り止まなかったことが感動的であった。 

○教職員の働き方改革については、一生懸命に保育に取り組

もうとすると、求めることも多くなり、適当で済まされな

いことも多いので、簡単に時間を減らせばよいということ



 

 

                               

ではないので、難しいこともあると思う。 

○取組目標からすれば、十分に達成している。幼稚園として

は、謙虚になっているが、保護者アンケートで８０％を超

えており、概ね思うの割合を合わせるとほぼ１００％を達

成しているので、十分に目標は達成している。 

協議 

資料 

○運営に関する計画・最終評価 

○添付資料（安全指導年間計画・異年齢、地域や小学校との交流・保健指導の取組） 

○住吉幼稚園をよりよくするための保護者アンケート結果（３学期） 

○保健活動についてのアンケート（３学期） 

○園だより・保健だより（１～３月）・冬休み、春休みのたより・クラスだより（１２～２月） 

 園長室だより（１２～３月） 

備考  


